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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
28
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

保
護
司
会
を
は
じ
め
、
関
係
各
界
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
、
更
生
保
護
活
動
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
、
海
外
で
は
紛
争
や
テ
ロ
と
い
っ
た
悲
し
い
出
来
事
が
あ
と

を
絶
え
ず
、
国
内
に
お
い
て
も
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
様
々
な
凶

悪
犯
罪
や
青
少
年
を
巡
る
事
件
を
見
聞
き
し
、
大
変
胸
が
痛
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
が
続
く
中
、
再
犯
率
は
年
々
上
昇
し
て

お
り
、
罪
を
犯
し
た
人
々
の
速
や
か
な
社
会
復
帰
を
促
し
、
ひ
い
て
は

安
全
で
明
る
い
社
会
を
築
く
礎
に
も
つ
な
が
る
保
護
司
の
皆
様
の
更
生

保
護
活
動
は
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
皆
様
の
熱
意
努
力
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

両
の
巡
回
、
防
犯
活
動
団
体
へ
の
支
援
な
ど
、
自
治
会
や
防
犯
協
会
、

警
察
等
と
連
携
し
た
防
犯
対
策
を
推
進
し
、
地
域
の
犯
罪
抑
止
力
の
向

上
を
目
指
し
、
安
心
で
安
全
な
街
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第59回　千葉県更生保護大会

平成27年11月19日:東金文化会館

市
川
市
長�

大
久
保　

博

安
心
で
安
全
な

�

ま
ち
を
目
指
し
て
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平
成
27
年
11
月
19
日
に
東
金
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
第
59
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
、

永
年
の
功
績
に
よ
り
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

法
務
大
臣
表
彰

中
嶋　

貞
行	
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

島
根　

太
真	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

瀧
澤　

勝
利	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

中
溝　

敬
子	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

飯
島
惠
美
子	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

齋
藤　

博
昭	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

松
本　

利
美	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

山
崎　

晶
司	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

田
島　

宰
浩	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

片
桐　

民
子	

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

安
藤　

毎
夫	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

石
神　
　

巖	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

鈴
木　

義
男	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

小
林　

俊
之	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

宇
佐
美　

敬	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

吉
田　
　

孝	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
県
知
事
感
謝
状

皆
川　

公
雄	

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

表
　
彰

薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て

法
務
大
臣
表
彰
受
彰
に
あ
た
っ
て

千
葉
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員

市
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
区
協
議
会
事
務
局

千
葉
県
市
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
市
川
保
健
所
）

瀧
澤
　
勝
利
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

更
生
保
護
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
保
護
司
の
皆

様
に
は
、
日
頃
の
御
労
苦
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
地
域
で
薬
物
乱
用
防
止
の
啓
発
を
行
っ
て

く
だ
さ
る
薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
両
市
か
ら
9
名
の
保
護
司
に
指

導
員
と
し
て
御
活
動
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
26
年
の
薬
物
事
犯
検
挙
人
員
は
、
全
国

で
１
３
，０
０
０
人
余
、
千
葉
県
で
699
人
と
、
い
ず
れ

も
前
年
よ
り
増
え
ま
し
た
。密
売
の
手
口
も
巧
妙
化
し
、

市
民
へ
の
汚
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
や
覚
せ
い
剤
な
ど
の
違
法
薬
物
は
、
乱

用
者
の
精
神
や
身
体
を
蝕
む
だ
け
で
な
く
、
凶
悪
犯
罪

や
交
通
事
故
等
の
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
密
売
の

利
益
は
反
社
会
的
勢
力
の
資
金
源
と
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
し
て

県
民
の
平
穏
な
生
活
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

間
も
な
く
、
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
の
刑
の

一
部
執
行
猶
予
の
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
保
護
司
の
業

務
環
境
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
一
層
御
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
薬
物
乱
用
防
止
標
語
　
優
秀
作
品

【
小
学
生
の
部
】

負
け
な
い
で　

薬
で
心
は　

癒
せ
な
い

　

加
藤　

祥
真　

市
川
市
立
大
町
小
学
校　

６
年
生

　

去
る
11
月
19
日
、東
金
文
化
会
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
県
大
会
に
て
、

千
葉
県
で
活
動
す
る
保
護
司
27
名
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
、
市
川
浦

安
地
区
に
お
い
て
は
島
根
、
中
嶋
両
先
生
と
私
の
3
名
が
受
彰
致
し
ま
し

た
。

　

私
共
3
名
は
平
成
8
年
5
月
25
日
よ
り
保
護
司
と
し
て
活
動
を
始
め
、

今
日
ま
で
犯
罪
を
犯
し
た
者
た
ち
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
話
し
合
い
を
重

ね
、
時
に
お
互
い
に
協
力
し
、
犯
罪
者
の
更
生
の
た
め
に
共
に
歩
ん
で
参

り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
法
務
大
臣
表
彰
の
受
彰
に
あ
た
り
、
更
な
る
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
保
護
司
と
し
て
務
め
て
参
る
こ
と
を
誓
い
、
受
彰
の
挨
拶
と
お
礼
の

言
葉
と
致
し
ま
す
。

法務大臣表彰を
受彰された皆さん

式典会場
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一
泊
研
修
会

�
～
活
躍
す
る
二
人
の
女
性
～

金
子　

文
好
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

9
月
18
日
、
19
日
参
加
者
22
名
で
3
度
目
の
宮
城
刑

務
所
視
察
研
修
会
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
台
風
接
近

で
雨
の
中
で
の
出
発
で
し
た
が
、
現
地
に
着
い
た
時
に

は
雨
も
上
が
り
「
す
っ
て
ん
ば
れ
」
の
研
修
日
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
紹
介
す
る
女
性
は
、
刑
務
官
歴
20
年
、
分
類

教
育
部
長
鞘
司
み
ど
り
刑
務
官
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
ビ

デ
オ
に
よ
る
概
要
説
明
、
施
設
案
内
、
質
疑
応
答
な
ど
、

実
に
的
を
得
た
対
応
で
し
た
。
仙
台
矯
正
管
区
管
内
の

医
療
重
点
施
設
に
指
定
さ
れ
、
全
国
の
施
設
に
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
宮
城
刑
務
所
は
、

明
治
12
年
宮
城
集
治
監
と
し
て
開
設
、
明
治
36
年
宮
城

監
獄
と
改
称
、
大
正
11
年
監
獄
管
制
改
正
に
よ
り
宮
城

刑
務
所
と
改
称
。
平
成
に
入
り
各
棟
建
設
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
古
墳
発
掘
に
よ
り
工
事
の
遅
れ
で
す
べ

て
の
施
設
の
完
成
は
平
成
45
年
頃
の
予
定
で
す
。

　

次
の
女
性
は
島
め
ぐ
り
「
松
島
発
→
塩
釜
港
着
芭
蕉

50
分
コ
ー
ス
」
売
店
歴
10
年
「
自
称
お
ば
は
ん
」
相
沢

き
み
子
さ
ん
、
身
振
り
手
振
り
の
話
術
で
快
適
な
船
旅

を
堪
能
出
来
ま
し
た
。

　

官
、
民
二
人
の
女
性
で
す
が
、
共
通
点
は
初
心
を
忘

れ
な
い
日
々
の
努
力
と
向
上
心
、
経
験
か
ら
得
た
自
信

仕
事
に
対
す
る
責
任
感
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
義
の
あ
る
研
修
会
で
し
た
。
研
修
部

会
の
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
司
指
導
力
強
化
研
修
が
10
月
19
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
研
修
内
容
及
び
感
想
に
つ
い
て
以
下
に
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

保
護
司
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
基
本
編
と
し
て
保
護

司
が
行
う
地
域
活
動
の
①
位
置
づ
け
②
種
類
と
特
徴
③

現
状
と
課
題
④
活
動
終
了
後
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
更
生
保
護
に
お
け
る
被
害
者
等
施
策
で
は
被
害

者
に
対
す
る
相
談
・
支
援
が
制
度
と
し
て
あ
る
こ
と
、

ま
た
保
護
司
の
役
割
が
加
害
者
に
対
し
て
だ
け
で
な
く

被
害
者
に
向
い
て
い
る
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

保
護
観
察
処
遇
の
諸
施
策
等
に
つ
い
て
は
現
状
を
説

明
し
て
い
る
の
で
興
味
深
く
ノ
ー
ト
に
一
番
執
っ
た
講

義
で
し
た
。
内
容
は
①
加
害
者
の
処
遇
内
容
段
階
別
の

実
数
、
類
型
別
の
割
合
②
再
犯
防
止
の
た
め
の
居
住
所
・

協
力
雇
用
主
③
各
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
④
贖
罪
指
導
プ

ロ
グ
ラ
ム
⑤
所
在
不
明
者
の
対
策
⑥
交
通
短
期
保
護
観

察
等
を
学
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
保
護
司
の
長
い

人
生
経
験
を
踏
ま
え
た
真
摯
で
誠
実
な
態
度
で
接
す
る

事
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

保
護
司
指
導
力
強
化
研
修
に
参
加
し
て

宇
佐
美　

敬
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

11
月
25
日
総
勢
15
名
、
自
主
研
修
に
出
発
。
少
年

犯
罪
の
険
悪
化
に
心
痛
む
今
日
、
気
を
引
き
締
め
て

の
参
観
で
す
。
西
武
新
宿
線
南
大
塚
か
ら
徒
歩
30
分
。

武
蔵
野
の
風
は
冷
た
く
秋
の
雨
。

　

刑
務
所
は
明
治
35
年
創
設
、
昭
和
44
年
現
在
地
。

収
容
数
１
５
５
１
名
。
東
京
ド
ー
ム
3.5
倍
、
400
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
に
プ
ー
ル
ま
で
あ
る
。
犯
罪
の
進
ん
で
い
な

い
16
歳
以
上
26
歳
未
満
で
、
刑
期
10
年
未
満
の
男
子

を
収
監
。
い
わ
ば
少
年
刑
務
所
で
現
在
１
０
０
０
人

程
。
窃
盗
、
強
盗
致
死
傷
、
強
姦
、
同
致
死
傷
、
強

制
猥
褻
、
詐
欺
の
順
で
、
覚
せ
い
剤
は
少
な
い
。

　

作
業
は
職
業
訓
練
が
多
く
、
情
報
処
理
、
キ
ャ
ド

の
学
習
、
車
整
備
、
理
容
、
介
護
の
取
得
も
可
能
。

在
庫
図
書
１
６
，０
０
０
冊
。
個
の
特
性
に
応
じ
た
教

育
と
手
厚
い
進
路
指
導
が
実
を
結
び
、
再
犯
率
7.8
％
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
ど
の
子
も
ま
な
じ
り
を
決

し
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
青
白
い
横
顔
に
つ

い
頑
張
れ
と
・
・
。
こ
ん
な
思
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

痛
む
足
を
ひ
き
ず
っ
て
で
も
研
修
に
赴
く
の
で
す
。

川
越
少
年
刑
務
所
で
の
研
修

堤　
　

修
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
） 松島フェリー乗り場前

平成27年9月18日
宮城刑務所
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部
会
長　
中
嶋　

貞
行　
　

副
部
会
長　
中
溝　

敬
子

　
　
　
　

中
川　

明
子　

中
村　

龍
民　

今
西　

美
和
子

　

原
稿
を
お
寄
せ
頂
い
た
方
々
の
熱
い
思
い
を
、
皆
様

に
お
届
け
し
た
い
。
そ
し
て
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て
部
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。ど
う
ぞ
忌
憚
な
く
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

退
任
に
あ
た
っ
て

野
口　

政
弘
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

市 民 ま つ り

今
後
の
行
事
予
定
（
平
成
28
年
）

広
報
部
会

編
集
後
記

新
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

帆
刈　

隆
一
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
27
年
11
月
１
日
委
嘱

真
島　

節
子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
27
年
11
月
１
日
委
嘱

退
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

野
口　

政
弘
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
15
年
10
月
23
日
委
嘱
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
10
月
22
日
退
任

永
石　
　

幸
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
　

平
成
５
年
10
月
23
日
委
嘱
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
10
月
22
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
月
19
日
（
火
）
一
日
駐
在

�

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

1
月
22
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

1
月
26
日
（
火
）　

新
年
懇
親
会

�

（
山
崎
製
パ
ン
企
業
年
金
基
金
会
館
）

2
月
5
日
（
金
）　

役
員
会
（
市
川
市
文
化
会
館
）

2
月
12
日
（
金
）
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

�

（
東
京
地
方
裁
判
所
）

2
月
19
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

2
月
25
日
（
木
）
～
26
日
（
金
）
一
泊
施
設
見
学
研
修
会

�

（
喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
）

3
月
15
日
（
火
）
一
日
駐
在

�

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

3
月
18
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

ら
も
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
事
々
を
胸
に
地
域
の
一
員

と
し
て
、
お
手
伝
い
出
来
る
事
を
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
保
護
司
会
の
皆
様
方
も
健
康
に

留
意
さ
れ
ま
し
て
、
退
任
の
お
礼
と
挨
拶
に
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

犯罪や非行のない社会を目指して、ポケットティッシュの配布等、関係諸団体と
ともにキャンペーンを行いました。クイズやゲームも実施し、保護司について周
知することができました。

　

私
、
こ
の
程
12
年
間
の
保
護
司
任
務
を
無
事
に
終
え

る
事
と
成
り
ま
し
た
。

　

皆
様
方
と
比
べ
ま
し
て
短
い
期
間
で
は
有
り
ま
し
た

が
、
保
護
司
会
、
担
当
観
察
官
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

方
々
の
御
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、
保
護
司
を
や
ら
せ
て

頂
き
な
が
ら
、
何
と
多
種
多
様
な
出
来
事
が
多
く
、
更

生
保
護
の
難
し
さ
と
重
要
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
又

微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
喜

び
も
頂
け
ま
し
た
事
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

平成27年11月7日
大洲防災公園

平成27年10月18日
浦安市役所前

平
成
27
年
度
保
護
司
等
中
央
研
修
会
が
、
９
月
28
日
に

日
経
ホ
ー
ル
に
お
い
て
保
護
司
等
４
６
０
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
地
区
か
ら
は
中
嶋
理
事
が
出
席

し
ま
し
た
。


